
 

 

第３回 国際キエフ音楽祭 2006 

２００６年４月２０～２７日 

 

プレスリリース 

 

ベンジャミンブリテン・キエフ音楽祭は、ベンジャミン・ブリテンの後援により開会されました。 

ベンジャミン・ブリテンロンドン国際バイオリンコンクールは、大学、ロンドンの高等教育機関、

また女王をはじめとしたその支援者や音楽協会に認められ、影響を与えました。 

最初のキエフフェスティバルの狙いは、この事業の立ち上げだけではなく、ウクライナでベンジ

ャミン・ブリテンコンクールの舞台を将来的にキエフに持ってこれるかどうかを提供することに

ありました。 

そして英国の音楽全体とベンジャミンの作品を販売促進もするが英国が独自に奨励しウクラ

イナ音楽とアーティストを支援して英国とウクライナの間の文化的な協力を容易にする。第１回

目のテーマが、ウクライナ－英国を表現することで、そのライトモチーフは、（音楽祭のクライ

マックスは史上初のベンジャミン・ブリテンの戦争鎮魂歌がウクライナで上演された。）キエフ

フェスティバルの２回目は、「ウクライナ－ヨーロッパ」でした。 

そして、英国とベンジャミン・ブリテン国際バイオリンコンペティションと音楽祭の強い

関係を保持する間ウクライナのヨーロッパに対する政治的、生活文化へのより深い統合へ向けて

いきました。 

 

第１回キエフ音楽祭は、しばしば珍しいレパートリーを持つ著名なウクライナと外国の様々

なアーティストを出演させ、キエフとルビフの都市で最も名声の多いコンサートホールで２週間

にわたって開催されました。 
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第２回キエフ音楽祭も期間中２つの名門音楽アカデミーの間で親切でユニークな協力を得る

ことができました。ギルドホール音楽演劇学校（ロンドン）とウクライナ（キエフ）の国立音楽

アカデミーがオペラ上演：ベンジャミン作品「ねじの回転」、コンサートを含んだ芸術的な教育

プロジェクトと巨匠のレッスンである。 

 

第３回キエフ音楽祭は、４月の２０日から２７日までキエフにおいて国立オペラ劇場におい

て国立第１フィルハーモニーの団体と国立音楽アカデミーを音楽祭参加に傾かせ続けて確立さ

せました。 

 

再度の開催は、ウクライナと優秀な国際的アーティスト、コンポーザーによって実行されま

す。さらに、音楽祭は世界中で祝われるモーツアルトの２５０回目の記念日に特別な敬意を表し

ます。モーツアルト作品は、アルバン・バーグ、ベンジャミン・ブリテン、バレンタイン・シル

ヴェストロフなどの２０、２１世紀の作曲家に強い才能へ著しく影響を与えました。 

最も重要な課題として、主要な世界家族の一員であるウクライナとなるため、強い側面の開

発が国際的な前後関係でユニークなウクライナ文化の上演を通して可能な限り音楽祭を通して

ヨーロッパの枠組みにウクライナ音楽を置くことです。 

 

音楽祭は、アーラ・アンドレイチェヴァが監督を務めています。芸術的な展望と構成は、

Bogodar・Kotorovych ，Yevhen・Stankovych ， Dima・Tkachenko 、Vasyl Vovkun により

実行されています。少将 Tim Toyne Sewell は、ベンジャミン・ブリテン コンペティションの

議長であり３年間連続音楽祭の実行会長を務めています。音楽祭は、国立音楽アカデミーに関連

した場所に国立オペラ、国立交響楽団協会、国立シンフォニーオーケストラ、キエフフィルハー

モニーオーケストラ、室内楽団、キエフ・カメラタ、キエフの独奏家を上演させます。 

メジャースポンサーは、Gilles Hondius Foundation 社（オランダ）、ＩＳＡ社（ウクライナ）公

式キャリアーは、ウクライナ国際航空です。勝者は、招待者のロシア大使館の関連でチェルノブ

イリの悲劇から２０年周年でタリヴェルヂエフ氏（７５）によるア二ヴェーサリーコンサートと

セレモニーが開催。ロシア大使館、芸術の開発を促進する基金とタリヴェルヂエフ氏基金及びジ

ョイントのプロジェクトをしています。 

 

キエフ音楽祭は、ＢＵＵインターナショナル・ミュージックエージェンシー（ロンドン・キエフ・

東京）によって毎年組織されています。 
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出来事のカレンダー出来事のカレンダー出来事のカレンダー出来事のカレンダー    

 

４月４月４月４月 20202020 日日日日 ―目曜日１９：００－ウクライナの国立交響楽団と国立フィルハーモ二―の初めての

コンサートはビクトールプロスキナにて行われました。独奏家—ワレリア・クチェレンコは、ブ

ラームスとムソルグスキーで断片的に含んだプログラムで開催されました。 

 

４月４月４月４月 21212121 日日日日―金曜日１９：００－キエフフィルハーモニックオーケストラのメンバーであるミコ

ラ・ヂャヂュラ、独奏家のディーマ・トカチェンコ(バイオリン)は、モーツアルトのプログラム

で行われている国立フィルハーモ二―のコンサートを、スコリク、バーグ、およびブリテンで開

催されました。 

 

４月４月４月４月 21212121 日日日日―金曜日１９：１５“Ｃａｍｅｒａｔａ ｔｉｍｅ” 科学者の家で（Ｖｏｌｏｄｙｍｙ

ｒｓｋａ，４５）キエフ・カメラータ室内楽団による国立アンサンブルの最終コンサートが開催、

ヴァレリ・マチュヒンが指揮し、独奏家のボグダナ・ピフネンコ(バイオリン)、ボグダナ・ステ

リマシェンコ（フルト）、ヅミトロ・タワネつ(ピアノ)、オレシ・ヤシコ（バイオリンは、アル

マシ、パルト、スタンコヴィチが演奏しました。 

 

４月４月４月４月 22 22 22 22 日日日日―１７：３０－土曜日―国立音楽学校のマリイーホールにおいてスティーヴェン・グト

マン(英国)は、ベルグ、チペト、シルヴェストロフおよびベズボロヂコ、ブラハ、デ二センコ、

コワリナスおよびウクライナのフォークソングの内容を断片的に含んだ無料ピアノ演奏会を開

催。 

 

４月４月４月４月 24 24 24 24日日日日―月曜日―１０：００－“Ｊｏｈａｎｎａ Ｈｏｎｄｉｕｓ Ｐｒｉｚｅ“、勝者は発表

とセレモニーレセプションを開催するようウクライナのオランダ大使館において話しました。 

 

４月４月４月４月 24 24 24 24 日日日日―月曜日―１２：００－ 国立音楽学校のホイルーホールにおいてマスタークラスのピ

アニスト：スティーヴェン・グトマンの無料演奏会を開催。 

 

４月４月４月４月 25252525日日日日―火曜日―１９：００－英国の国立音楽学校の大ホールにおいてモーツァルトの楽曲を

含んだプログラムでキエフのアンサンブルと共にボゴダル・コトロヴィチの指揮によるコンサー

トを開催。ミロスラヴァ・コトロヴィチ(バイオリン)とオレーグ・ベズボロヂコ(ピアノ) が参加。 

 

４月４月４月４月 26262626日日日日 ―水曜日―１２：００“Ｖｉｏｌｉｎ Ｑｕｅｅｎ ｏｆ Ｍｕｓｉｃ”を国立音楽学校

ホイルーホールにて入場無料で開催。内容は、マスタークラスの奏者とバイオリンメーカーのフ

ローリアン・レオンハート(ドイツ－英国)による会議が開かれました。 
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４月４月４月４月 27272727日日日日―木曜日―１９：００―招待者のみで"Ｑｕo ｖadis"ロシア大使館の関連でチェルノブイ

リの悲劇から２０年周年でタリヴェルヂエフ氏（７５）によるア二ヴェーサリーコンサートとセ

レモニーが｣開催。グラクーアルテモフスキー、モーツァルト、スタンコヴィチ、スヴィリドフ

およびタリヴェルヂエフのシンフォ二―、ブリテンを含むプログラムで開催。独奏者：タラス・

バギネツ（オルガン）、アレクサンドル・グレツ（テノール）、イストワン・マチアス（オルガン）、

マクス・リサノフ（ビオラ）、アンドリ・ツチャぺツ（ビオラ）、タラス・シトンダ（ベース）の

アーティストとミハイル・タリヴェルヂエフ財団の開発基金で支援されるキエフ・カメラータ室

内楽団による国立フィルハーモニーの最終コンサートは、ヴァレリ・マチュヒンとキエフオペラ

劇場で子供のバレー、聖歌隊をアンゲラ・マスレ二コワが指揮しました。 

 

 

________________________________________________________________________________ 

    

４月４月４月４月 20202020 日日日日 ―目曜日１6：3０―国立音楽学校( Ｈｏｒｏｄｅｃｋｏｇｏ, １)のフェスティバ

ルの記者会見が行われる。 

問合せ先：３８ ０５０ ３１０１２０４ 
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